
　

平
成
十
一
年
十
二
月
、
山
形
新
幹
線
が
天
童
、
さ

く
ら
ん
ぼ
東
根
、
村
山
、
大
石
田
の
各
駅
を
経
て
新

庄
駅
ま
で
延
伸
さ
れ
、
山
形
県
北
部
と
東
京
は
最
短

三
時
間
強
で
結
ば
れ
、
交
通
不
便
地
域
と
言
わ
れ
た

尾
花
沢
の
経
済
発
展
に
対
し
最
高
の
支
援
材
料
と

な
っ
た
。
延
伸
当
初
は
、
採
算
性
に
疑
問
符
も
つ
い

た
ら
し
い
が
、現
在
と
な
っ
て
は「
温
泉
」「
そ
ば
」「
舟

下
り
」
な
ど
で
、
旅
情
を
誘
い
、
特
に
銀
山
温
泉
は

テ
レ
ビ
な
ど
の
観
光
番
組
等
で
再
三
取
り
上
げ
ら

れ
、
大
正
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
温
泉
場
と
し
て
一
躍
有

名
と
な
り
、
常
に
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

尾
花
沢
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
、
食
物
自
給
力

の
高
い
土
地
柄
で
あ
る
。
私
は
、
父
と
共
に
農
作
業

に
精
を
出
し
て
い
た
時
か
ら
、
こ
の
壮
大
な
自
然
の

中
で
田
畑
を
耕
し
、
自
家
栽
培
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
料
理
を
作
り
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
お
店
を

持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
一
度
は
タ
ク
シ
ー
運
転

手
と
し
て
料
理
人
と
は
全
く
別
の
道
を
歩
む
が
、
あ

る
こ
と
を
キ
ッ
カ
ケ
に
料
理
人
と
し
て
の
夢
を
思
い

起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
運
転
手
と
し
て

銀
山
温
泉
へ
向
か
う
途
中
、
尾
花
沢
の
大
自
然
に
感

動
す
る
観
光
客
の
姿
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
目
に
し
た

時
、
あ
の
幼
少
期
の
夢
が
自
分
の
中
に
沸
々
と
湧
き

上
が
っ
て
く
る
の
が
分
か
っ
た
。
私
は
思
い
つ
い
た

こ
と
は
す
ぐ
行
動
に
移
さ
な
い
と
ダ
メ
な
性
分
で
、

す
ぐ
に
飲
食
店
経
営
に
向
け
行
動
を
開
始
し
、
尾
花

沢
市
に
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
す
ぃ
〜
と
ぴ
ぃ
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。
昨
今
の
健
康
ブ
ー
ム
を
先
取
る
十
六

年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
開
店
当
初
か
ら
、
環
境
に
恵

ま
れ
た
自
然
の
中
で
伸
び
伸
び
と
育
つ
新
鮮
な
地
元

食
材
と
、
自
家
栽
培
野
菜
を
大
切
に
使
い
、
他
で
は

絶
対
に
味
わ
え
な
い
メ
ニ
ュ
ー
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち

続
け
て
き
た
。

　

お
店
を
持
つ
と
い
う
夢
が
か
な
い
、
次
の
夢
と
し

て
、
夏
の
果
物
の
王
様
、
尾
花
沢
ス
イ
カ
を
一
年
中

お
客
さ
ま
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。
ジ
ャ
ム
や
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
デ
ザ
ー
ト
類

で
は
当
た
り
前
す
ぎ
る
。
思
考
錯
誤
の
末
、
ス
イ
カ

を
練
り
こ
ん
だ
パ
ス
タ
、
ス
イ
カ
の
皮
を
シ
ロ
ッ
プ

漬
け
し
て
ナ
タ
デ
コ
コ
の
食
感
に
近
づ
け
た
も
の
な

ど
を
開
発
、
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｅ
・
Ｄ
Ｏ
Ｎ
（
ス
イ
カ
の
丼
）

や
、
ス
イ
カ
の
フ
ル
コ
ー
ス
な
ど
、
他
店
と
は
一
味

も
二
味
も
違
う
メ
ニ
ュ
ー
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

地
元
の
人
に
は
、
果
物
と
し
て
十
分
美
味
し
い
ス
イ

カ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
加
工
し
て
ま
で
食
べ
な
く
て
も
い

い
と
酷
評
を
受
け
た
が
、
遠
く
か
ら
訪
れ
る
人
々
に

は
大
変
好
評
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
尾
花
沢
ス
イ
カ

は
夏
限
定
の
果
物
で
は
な
く
、
一
年
中
味
わ
え
る
も

の
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
加
工
品
に
対
す
る
お
客
さ
ま

か
ら
の
反
応
の
よ
さ
に
、
今
度
は
、
ス
イ
カ
の
魅
力

が
ギ
ッ
シ
リ
詰
ま
っ
た
加
工
品
ギ
フ
ト
を
作
り
た

い
、
そ
れ
を
尾
花
沢
の
新
し
い
特
産
品
に
は
で
き
な

い
も
の
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
ス
イ
カ
の
健
康
効
果
の
調
査
か
ら
開
始
し

た
。
化
学
技
術
庁
資
源
調
査
会
に
依
頼
し
、
果
実
、

皮
、
種
、
ス
イ
カ
の
す
べ
て
に
お
い
て
栄
養
分
析
を

行
っ
た
。
本
来
、
私
た
ち
人
間
の
口
に
入
る
の
は
、

赤
い
果
肉
部
分
だ
け
で
あ
る
が
、可
食
部
以
外
に
も
、

種
に
は
解
熱
作
用
と
利
尿
作
用
、
皮
に
は
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
減
少
作
用
と
血
管
拡
張
作
用
の
他
、
美
白

効
果
が
あ
る
な
ど
、
ス
イ
カ
の
全
て
に
薬
効
が
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　

ス
イ
カ
は
大
部
分
（
九
〇
％
以
上
）
が
水
分
で
、
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可
食
部
は
約
六
六
％
あ
り
、
そ
の
う
ち
九
二
％
が
果

汁
で
、四
〜
六
％
が
糖
分
で
あ
る
。
糖
分
の
内
容
は
、

ブ
ド
ウ
糖
一
・
五
七
％
、
果
糖
五
・
〇
三
％
、
し
ょ
糖

〇
・
九
八
％
で
、
大
部
分
が
還
元
糖
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の

酸
化
破
壊
を
防
ぐ
力
の
あ
る
糖
）
で
あ
る
。
カ
リ
ウ

ム
を
多
く
含
ん
で
い
る
た
め
、
体
内
の
過
剰
な
塩
分

を
排
出
す
る
作
用
が
あ
り
、
果
糖
は
二
日
酔
い
な
ど

に
力
を
発
揮
す
る
。
そ
の
他
、
ア
ミ
ノ
酸
、
ビ
タ
ミ

ン
類
、
カ
ロ
チ
ン
、
リ
ン
ゴ
酸
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ス
イ
カ
の
赤
い
色
は
、
リ
コ
ピ
ン
と
カ
ロ
チ
ン
の
混

合
物
で
あ
る
。
リ
コ
ピ
ン
は
ベ
ー
タ
カ
ロ
チ
ン
と
同

種
類
の
栄
養
素
で
、
ガ
ン
抑
制
作
用
や
活
性
酸
素
の

消
去
、
抗
酸
化
作
用
な
ど
の
パ
ワ
ー
が
あ
る
。
カ
リ

ウ
ム
、
リ
ン
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
、
ミ
ネ
ラ
ル
成

分
の
割
合
は
市
販
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
と
大
差
な

く
、
シ
ト
ル
リ
ン
（
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
）
は
ス
イ
カ

以
外
の
果
実
に
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
過
酸
化
脂
質
の
生
成
を
抑
え
る
グ
ル
タ
チ
オ
ン

が
多
く
含
ま
れ
、
白
内
障
な
ど
の
予
防
に
も
効
果
が

あ
る
。
ス
イ
カ
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
栄
養
素
を
含
む

事
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
規
格
外
の
ス
イ

カ
や
幼
果
期
の
摘
果
物
は
廃
棄
処
分
に
さ
れ
て
き

た
。
ス
イ
カ
の
加
工
品
開
発
は
、
こ
れ
ら
摘
果
物
等

の
有
効
利
用
も
で
き
一
石
二
鳥
で
あ
っ
た
。

　

試
作
段
階
で
一
番
苦
労
し
た
点
は
、
い
か
に
ス
イ

カ
独
特
の
青
臭
さ
を
消
す
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
熱

を
加
え
る
こ
と
で
解
決
し
た
の
だ
が
、
強
火
で
む
や

み
に
熱
を
加
え
た
の
で
は
、
食
感
が
台
無
し
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
り
、
砂
糖
を
多
量
に
加
え
た
も
の
は
す

ぐ
に
焦
げ
付
い
て
し
ま
う
。
ま
た
、
す
い
が
ん
糖
を

作
る
た
め
に
は
、
一
日
中
な
べ
を
か
き
回
す
必
要
が

あ
り
、
か
な
り
の
重
労
働
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

努
力
が
実
を
結
び
、
ス
イ
カ
を
全
く
余
す
こ
と
の
な

い
、
以
下
の
よ
う
な
五
つ
の
加
工
品
が
生
ま
れ
た
。

一
、「
ス
イ
カ
の
泪（
な
だ
）」
…
ア
ロ
エ
と
同
じ
成
分

で
、
飲
料
水
で
あ
り
な
が
ら
化
粧
水
と
し
て
も
使

え
る
ス
イ
カ
の
ジ
ュ
ー
ス

二
、「
ス
イ
果
肉
ソ
ー
ス
」
…
ト
マ
ト
の
一
・
五
倍
以

上
の
リ
コ
ピ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
い
っ
ぱ
い
の
果
肉

ソ
ー
ス

三
、「
西
瓜
の
旨
み
焼
き
肉
た
れ
＆
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」

…
ス
イ
カ
を
使
っ
た
焼
き
肉
の
タ
レ
・
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
ソ
ー
ス

四
、「
ス
イ
カ
ま
る
ご
と
す
い
が
ん
糖
」
…
ス
イ
カ
の

栄
養
素
を
凝
縮
し
た
ス
イ
カ
糖

五
、「
ス
イ
カ
デ
コ
コ
」
…
前
出
の
ス
イ
カ
の
皮
の
シ

ロ
ッ
プ
漬

　

特
に
商
品
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
こ
だ
わ
り
、
遊
び
心

の
あ
ふ
れ
る
も
の
に
し
た
。
瓶
の
ラ
ベ
ル
は
友
人
の

ス
ケ
ッ
チ
を
基
に
作
成
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
協
力
を
受
け
、
構
想
か
ら
一
年
で

よ
う
や
く
商
品
化
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

　

特
に
、
す
い
が
ん
糖
は
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、「
無
添
加
」「
手
作
り
」
に
健
康
志
向
ブ
ー
ム
が

プ
ラ
ス
に
作
用
し
、
他
県
か
ら
も
商
品
に
対
す
る
問

い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
九
〇
� 
の
ス
イ
カ

糖
を
抽
出
す
る
の
に
、
三
�
�
の
ス
イ
カ
三
個
を
必

要
と
す
る
ぜ
い
た
く
な
加
工
品
で
、
大
量
生
産
の
出

来
な
い
こ
だ
わ
り
の
逸
品
と
認
識
さ
れ
、
現
在
も
人

気
を
集
め
て
い
る
。

　

私
は
、
食
の
基
本
に
忠
実
に
、
し
か
も
「
安
全
・

安
心
」
の
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
自
然
の
恵
み
を
生
か

し
た
加
工
品
作
り
を
し
、
少
し
で
も
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
だ
わ
り
を
幅
広
く

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　

心
の
開
拓
が
必
要
な
時
代
、
尾
花
沢
の
よ
う
な
農

村
部
に
は
心
を
改
善
さ
せ
る
力
が
あ
る
。
ま
ず
、
日

本
一
の
ス
イ
カ
を
宣
伝
す
る
こ
と
で
、
他
に
も
た
く

さ
ん
あ
る
尾
花
沢
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
都
会

人
の
心
の
ふ
る
里
に
す
る
努
力
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
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自然の恵みを開拓

■加藤　一男（かとう・かずお）

カフェレストランすぃ～とぴぃオーナー。

昭和26年４月21日生まれ。尾花沢市在住。

昭和63年12月より尾花沢市でカフェレストラ

ンすぃ～とぴぃを経営。

お問い合せ先：

カフェレストランすぃ～とぴぃ

〒999-4221　山形県尾花沢市尾花沢1559

T E L・FAX 0237-22-2025

h t t p : //www. e-ya m a g a t a . co m / town/

01- 01/0237222025/

（い～山形どっとこむ　い～お店ページより）

スイカの魅力ぎっしりギフト


